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株式会社エナリス 

脱炭素社会に向け、経団連「チャレンジ・ゼロ」に参加 

再エネ主力電源化社会の実現に資するアグリゲーション技術の向上 

 

株式会社エナリス（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：都築実宏、以下、エナリス）はこ

のたび、一般社団法人日本経済団体連合会（以下、経団連）が日本政府と連携し、脱炭素社会

の実現に向けて企業・団体のイノベーションを後押しするイニシアティブ「チャレンジ・ゼロ」（チ

ャレンジ ネット・ゼロカーボン イノベーション）に参加いたしました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

エナリスのイノベーション紹介（経団連ホームページ） ： 

 https://www.challenge-zero.jp/jp/casestudy/794 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

エナリスが脱炭素社会の実現に向けてチャレンジするイノベーションは、「再エネ主力電源化

に資する再エネアグリゲーション技術の向上」。 

再エネアグリゲーションとは、再エネ発電所を束ねるアグリゲーション技術を使って、計画上

の発電量と実際の発電量の過不足（インバランス）を解消する仕組みです。詳細は経団連「チャ

レンジ・ゼロ」のホームページよりご確認ください。 

エナリスは、2016 年からバーチャルパワープラント（VPP）構築実証事業で需要側アグリゲ

ーション技術の向上に取り組んできましたが、今後は発電側アグリゲーション技術の向上に取

り組み、「需給一体調整」を実現し、再エネ主力電源化を加速させます。 

この他にも、新しい取り組みや技術情報を「チャレンジ・ゼロ」の HP 等でご紹介していく予

定です。 

 

「当たり前を変革する」ことを目標に新しいエネルギーシステムの構築に挑んできたエナリス

は、企業の脱炭素社会への挑戦や異業種との協調を後押ししながら気候変動問題の解決を目

指す経団連「チャレンジ・ゼロ」の取り組みに共感しています。 

エナリスは今後も、多様なパートナーと連携し、お客さまの課題を真摯にうけとめ信頼をい

ただきながら、人とエネルギーの新しい関係を創造し豊かな未来社会を実現してまいります。 

エナリスの会社概要   www.eneres.co.jp  
2004年の創業以来培ってきた新電力支援のノウハウを基盤に、エネルギーの効率的な利用を支える各種サービスを提供。脱炭素に

取り組む企業のお客さまには、実質再生可能エネルギー100％を供給する「RE100 メニュー」や、グループ全体の再エネ調達を担う「小

売電力事業立ち上げ支援サービス」等を提供。2017 年からはブロックチェーン技術を活用し、再エネが生み出す「環境価値」の計測・追

跡実証に取り組み、再エネ価値を高める活動を推進。2020 年には、太陽光発電設備や蓄電池を初期費用ゼロで導入できる「TPO サー

ビス」や、分散電源を一斉制御して自社事業への活用を可能にする「VPP プラットフォームサービス」の営業を開始している。さらに、国

内 3 つの環境価値証書（グリーン電力証書／J-クレジット制度／非化石証書）のすべてを取り扱う資格を有している。日本で３社のみが

認められる CDP認定再エネプロバイダーとして活動。2018年 12月 27日より、KDDI株式会社の子会社、電源開発株式会社（Ｊパワ

ー）の関係会社。 

https://www.challenge-zero.jp/jp/casestudy/794

